
名古屋市立廿軒家小学校の総合学習を支援しました

水生生物観察（水生生物の説明）

防災学習 ～過去の水害に学ぶ～

水生生物観察（お魚タッチプール）水生生物観察（お魚ウォッチング）

【参加した児童：３年生８５名】
★児童たちの感想や質問など
「いろんな種類の魚や生き物がいるこ
とが分かった」
「実際にカニが触れて、くすぐったか
たけど、楽しかった」
「自分の体と同じくらいの、大きな生
き物がいるなんて知らなかった」
「もし矢田川が溢れたら、この辺も危
険だと知って、怖い。自分の家は大丈
夫か調べたい」

土岐川・庄内川流域治水協議会は持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています。 SHONAIGAWA RIVER OFFICE

〇９月１３日(金)に、名古屋市立廿軒家小学校の総合学習を支援しました。

〇 身近な庄内川に生息する水生生物を観察したり、実際にふれることで河川環境の大切さを学んでもらいました。

〇 水害を体験したことのない児童たちに、近年の大規模水害や東海豪雨の様子を知ってもらうことで、水防災に

対する意識と備えの重要性を伝えました。

川の仕組みと水質


